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Introduction  

液晶は化学反応の溶媒として機能する。特にコレステリック液晶は液晶分子がらせん状に配列

しており電界重合をコレステリック液晶中で行うことでらせん秩序を転写したポリマーを得るこ

とができる。この手法は液晶中電界重合法と呼ばれる。Bis-3,4-ethylenedioxythiophene (bisEDOT)

を重合して得た Poly(bis-3,4-ethylenedioxythiophene) (Poly(bisEDOT))は π 共役構造からなる主鎖を

有するため、導電性を示す。さらに液晶中電界重合により主鎖が少しずつねじれながら片巻きら

せん構造を形成しているため光学活性である。ところで、重合のための電解質として一般に

tetrabutylammonium perchlorate などが知られてい

るが、本研究では 7,7,8,8-tetracyanoquinodimethane 

(TCNQ)を用いた。電荷移動錯体の代表的な電子

受容体分子である TCNQ と導電性らせん高分子

を組み合わせた光学活性な電荷移動錯体が形成

されることが期待される。 

Result 

TCNQ は液晶中電界重合の電解質として機能し、結果として光学活性な Poly(bisEDOT)を得た。

重合後に表面処理を十分に行い未反応の低分子や液晶溶媒を除去したにもかかわらず、ポリマー

が TCNQ を含むことがフーリエ変換赤外（FT-IR）吸収スペクトルの結果より得られた。さらに光

吸収測定の結果より Poly(bisEDOT)と TCNQ が電荷移動種を形成し、電荷キャリアとしてポーラ

ロンとバイポーラロンを形成することが分かった。電子スピン共鳴（ESR）分光測定の結果と合

わせてこれらがポリマー主鎖に共存するものであることが示唆された。光学活性はポリマーの円

二色性分光測定から判断され、片巻きらせん構造に由来するシグナルが得られた。以上の結果か

ら、導電性らせん高分子と電子受容体分子からなる光学活性電荷移動錯体が形成された。 
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Figure. Chemical structure of poly(bisEDOT) and TCNQ. 
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